
〇平成29年度の１haに始まり、令和２年度までに９haの耕作放棄地を再
生。輸出に当たっては、試食イベントなど輸出先で積極的にPR活動を
行い、30年に3.5t、令和２年度には、約３倍の10tを輸出。

〇経営規模の拡大により、地元住民の正社員化などで令和２年度までに５
名の雇用を創出。

〇平成29年から、残留農薬リスクのない耕作放棄地を再生して海外で
ニーズの高い有機無農薬米を生産して海外へ輸出。また、炊飯環境を持
たない海外の消費者向けに、米を原料とした加工品を開発し輸出。

〇地元住民との関係強化を目的に、毎年、収穫祭や棚田祭などのイベント
を実施。住民理解が進み農地の管理依頼も増加。
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～ 限界集落・耕作放棄地からの価値創造！ニューヨークに届ける米作り ～

所在地：長野県伊那市
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耕作放棄地を再生した田んぼで、地域住民と田植え

地元住民の正社員化など雇用の創出
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